
茂辺地

北斗星スクエア

アクセス：茂辺地駅より徒歩８分

寝台特急北斗星に泊まってみませんか？

（お問合せはメール：hokutosgh@gmail.comまで）



青函トンネルが開業した１９８８年から２０１５年

までの２７年間、東京の上野駅と札幌駅を結んだ寝

台特急北斗星。

引退後、JR北海道に保管され間もなく解体が予定

されている中、北斗の星に願いをプロジェクト推進

委員会がクラウドファンディングによって約１,６

００万円もの支援金を集め、開放式 B寝台車「緩急

車オハネフ２５形２」とロビー室・B個室ソロの合

造車「客車スハネ２５形５０１」を北斗市立茂辺地

中学校跡地のグランドに移設・設置することができ

ました。以降設置された場所を茂辺地北斗星広場と

なりました。

●オハネフ２５－２ 丸妻タイプのコンパートメントに改造された車両。

製造・新潟工場 新製時配置・旧向日町運転所（京都市） 最終配置・札幌運転所

●スハネ２５－５０１

ソロ・ロビー・シャワーから構成される合造車。種車（オハネ２５－１８）

ソロは出入り口付近上下４室ずつ配置。自動販売機（使用不可）・シャワー室

改造・五稜郭工場 改造時配置・札幌運転所 最終配置・札幌運転所

広場には、寝台特急北斗星の客車２両が２０１６年７月から保存・展示され、

２０１７年からは北斗星が展示されている広場に地元自治体協力のもとに、芝生や

花を植えたり周辺環境の進めながら、２０２２年４月から宿泊施設として開業を

迎えました。これに伴い宿泊者以外の車内見学は不可となります。外観については、

自由に見学できます。

（深夜・早朝については、宿泊者・近隣住民のご迷惑となりますのでお控え下さい。）

北斗星車両は、皆様の御宿泊により成り立っており、大切に使い続けることにより

長く維持をしていくことができます。マナーを守ってお使い下さいませ。

茂辺地北斗星広場のご紹介

車両案内

展示されている寝台特急北斗星について



北斗星スクエア宿泊について







※最新料金は、楽天トラベルの北斗星スクエアで確認お願い致します。







茂辺地周辺に飲食店はございません。自動販売機は、周辺に点在しております。

現在、上磯駅周辺に、スーパー・コンビニ等がありますので、お車の方は、食料をご用意して

頂き、列車ご利用のお客様は、函館駅周辺等・上磯駅周辺で食料をご用意お願います。

地産地消も宿泊の醍醐味でございます。



漁り火

（漁期６月～１２月）

津軽海峡にたくさんの漁火の明かり

がたくさん灯る。

イカは明かりが苦手だが、明かりに

群がる魚を捕食する習性を利用した

漁法と言われます。
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お問い合わせ 北斗星スクエア・宿泊等について hokutosgh@gmail.com

電子パンフレットについて locomostation@gmail.com

茂辺地周辺の観光地


